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Ⅰ．はじめに

　長崎県のツバキ油生産量は全国 1～2 位であり，そのほとんど
が五島列島で生産され，五島の特産品となっている。
　ツバキ油の原料となるヤブツバキ(Camellia japonica，以後
ツバキという。)の種子は，ツバキの実を天日干しにして取り出
されている。
　ブナなど樹木の種子生産は，豊凶が激しいことが知られている
が，ツバキも例外ではなく，豊凶が激しいがその実態は判ってい
ない。
　新上五島町振興公社は，旧新魚目町地域においてツバキ油を生
産しており，この地域ではツバキ種子の集荷の実績が明らかに
なっている。そこで，その集荷量をもとにツバキ実の豊凶につい
て解析を行ったので報告する。

Ⅱ．材料と方法

試験区の概要
　旧新魚目町地域における昭和 49 年から平成 23 年までの 38 年
間の年別の集荷量について調査し，当該地域における年別集荷量
と，地区別集荷量の変動係数について検討を行った。
　集荷量が，ツバキ実の着果量を直接示すものではないが，一定
地域における長年にわたる豊凶の実態を解明するために適した資
料と判断した。

Ⅲ．結果と考察

1．旧新魚目町地域における豊凶パターン
　旧新魚目町地域における昭和 49 年から平成 23 年までの 38 年
間の年別の集荷量を図－ 1 に示す。
　集荷量が前年に比べ少なくなった年(不成り年)の翌年が多く
なる(成り年)組合せ，または成り年の翌年が不成り年となる組
合せが観察出来る 36 年のうち 27 年(※の年 75%)で確認され，
隔年結果の傾向を示した(豊凶パターンⅠ)。吉野(2003)によ

れば隔年結果については，樹体内の資源量の不足などで説明され
ているが(2)，ツバキでは幼果の肥大時期と新葉の伸長時期が
重なり，この時期に生理落果がみられるため，栄養成長優先とな
るか繁殖成長優先となるかの選択が隔年結果の一因と考えられた。
　次に，ツバキ実の豊凶をさらに検討するために，38ヵ年の平均
集荷量(7, 227kg)を基準として，それを上回る年についてみる
と，成り年がすべて上回っているわけではなく、成り年でも平均
を下回る年が続くパターンが見られる。この時期を不作の時期と
し，成り年として平均を上回ることが続く時期を豊作の時期とす
ると(豊凶パターンⅡ)38 カ年間の中で豊作期が 4 回見られた。
　そのうち，昭和 49 年から平成 8 年までの 23 年間に 2 の豊作期
があり，平成 9 年から平成 23 年までの 15 カ年間に 2 回の豊作期
があり，豊作期が 7～12 年程度で繰り返されていた。また，隔年
結果の豊凶の差は，豊作期で大きいことが分かった。
2．地区別生産量の変動係数
　地区による豊凶の較差の違いを見るため，地区別に集荷量の変
動係数を求め図－ 2 に示した。
　正木ら(2005)は「種子生産の豊凶を示す変動係数(CV)は
20 年以上の観測を行わないと安定した値が得られない」(1)と
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図－1．ツバキ種子集荷量の推移と豊作期
注 . 1)集荷量は新上五島町振興公社の旧新魚目町の買取実績による。
注 . 2)※は隔年結果の傾向を示した年。
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しているが，今回については 38 年間の数値であり，安定した数
値が得られると考えられる。
　地区別に変動係数に差があることが判った。それを変動係数
100% 未満と 100% 以上に区分し位置図に示す(図－ 3)。
　旧新魚目町地域の北部で変動係数が大きく，南部で小さいこと
が判った。
　そこで、南北に分けて，変動係数が大きい地区と小さい地区で
の集荷量を比較した(図－ 4)。
　南部と北部の平均集荷量はほぼ同等であるが，変動係数が大き
い北部で豊作期に集荷量が多く，そのほかの期間で少ない。ツバ
キでは，実が成り過ぎると暫く実を着けない現象が見られるが，
北部で豊凶を大きくする原因として，“成り過ぎ”が推定された。

Ⅳ．まとめ

　ツバキ実の豊凶については，隔年結果と豊作期の 2 つのパター
ンが確認された。
　隔年結果は，ケヤキの種子等で確認されているが(2)，7～12
年間隔の豊作期の存在はツバキの実で特有の傾向として確認され
た。
　集荷量の変動係数は地区によって異なり，南部と北部で大きく
異なることから、豊凶が比較的近い距離においても地勢などの立
地環境の違いの影響を受けることが考えられた。
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図－3．地区別ツバキ種子集荷量変動係数(位置図)

図－2．地区別ツバキ種子集荷量変動係数
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図－4．ツバキ種子集荷量変動係数区分別集荷量
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